
非常用発電機代替設備の確保 

 

○非常用ディーゼル発電機の代替電源として、原子炉の状態監視や冷却維持ならびに使用

済燃料プール冷却維持に必要な機器等に必要な電力を容易に供給することができるよう、

既設電源盤端子部を改造する。 

○移動式電源車購入：約 1725kVA×3 台 

（津波の影響を受けないよう比較的高い場所(EL+21m）

に保管） 

○タンクローリー購入 

○電源車と所内電源を繋ぐ高圧ケーブルを配備 

炉心を安全に冷却す

るのに必要な容量※

(kVA) 

移動式電源車容量及

び台数 

(kVA(台)) 

4,084 1,725(3 台) 

※ 全交流電源喪失時 
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6.9ｋＶ系配電盤 

6.9ｋＶ系電源盤 

(メタクラ) 

 

移動式電源車(約 1725kVA)×3 台 

＜屋外＞ 

仮設ケーブル 

改造箇所

添付－１０ 

非常用ディーゼル発電機が機能喪失した場合、代替電源から必要な機器等に安定

した電力を供給するため、非常用ディーゼル発電機代替電源の繋ぎ込みを容易に

するため、既設電源盤端子部の改造を行います。 


